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γ+産地の研究室か ら /地域プラ ン ド を育て る ( 5 ) ……… 回 回 目 圏 圏せ
; ;  
+ 1 長野県 に 次 い で全国 2 位， 組生産額 は 2 ， 063 百万円 で +
t l ワ サ ビ | 全国ー を誇 っ て い る (生産規模 は林野庁， 粗生産額は 1
+ �I ______________________ � 静岡統計情報事務所) 0 * 
; (静岡県農業試験場わ さ び分場 大 谷 清 和) ; 
+ 研究機関 の あ ゆ み T + 当 わ さ び分場 は ， 昭和 9 年 (1934) に 山葵研究所 と み; は 凶 に し て 発航足 し い' 以版来一賀 し ワ サ ビ栽桝培 に 関す る 研究 を 続 ;; 汁町…ビ引( 陥ωS鈎帥馴aω仰…bi科 に 属す る 常緑， 多年生の植物で， 数少な い 日 本原産 替 え ， 業務内容の更新が な さ れて い る 。
? の野菜 と し て ， 古 く か ら 各地の谷沢や渓流の原生林地 昭和 22 年 ( 1947) は林業指導所 と し て， ワ サ ビ， シ ?
+ に 自 生分布 し て い る 。 イ タ ケ栽培 に 関 す る 研究が行われ， ワ サ ビ に お い て は +; ワ サ ビ 栽 培 が 始 ま っ た の は ， 慶 長 年 間 ( 1596� 栽培条件の調査解明， 優良種苗の導入， 新品種の育成 ;

う と Ift 1615) に 静岡 県の安倍川上流 に あ る 有東木が発祥の地 選抜等， 広い範囲 に わ た っ て の業務がな さ れ， 多 く の 4i で あ る と さ れて い る 。 そ の地 に よ れ ば， 村人が近 く の 注 目 す べ き 成果が得 ら れて い る 。 1 

i 山 (通称わ さ び山) に 自 生 し て い た ワ サ ビ を採取 し 昭和 問 ( 1958) に 比 狩野川 台風に襲われ， 県下 ;
家の近 〈 の湧水地 に 植 え た と こ ろ ， 予想外の 良質 ワ サ の ワ サ ビ田 は ほ と ん ど全滅す る 大災害があ り ， ワ サ ビ f; ビ… こ ω 一が柑拍…近雌即町在郁叩一に叫山恥広肘恥まわつ叩てれし の峨欄棚伽復劉伽伽|旧伽日肘一カ
つ た と さ Mれて い る 。 縮小 さ れた が 優良種苗の 導 入選抜等 の 試験 な ど も 再 i+ こ の こ ろ 駿府 ( 静 岡 市 ) に 隠居 し て い た 徳 川 家 康 開 さ れて い る 。 -1-十 に ， 有東木か ら ワ サ ビ が献上 さ れ， そ の味の優れて い 昭和 36 年 ( 肌) は ， 県の機構改革 に よ り 農業試験 ;

4 る こ と や葉の形が徳川 家の家紋 に 似 て い る こ と か ら ， 場わ さ び分場 と な り ， 以前か ら の試験業務 を 引 き 継 ぐ fi 有東木か ら 門外不出品 の御法度品 と さ れた と いわれて と と も に， 新 し い構想 に よ る 研究が開始 さ れて い る 0 1 
1 い る 。 特に優良積苗の導入選抜等 では， 県内外か ら 品種系 ;
f 延享元年 ( 1744) ， 天城御領地の山守であ っ た板垣勘 統 を 導入 し ， そ の特 性 を調査す る と と も に ， 生産力 を ;
; 四郎が， 伊豆代官の命問， 有東木山 タ ケ栽培 検定 し 現在の主要品種であ る 真妻種， だ る ま 種等 良 い ;

の指導 に 赴 い た 。 そ の任務 を終 え た帰 り に ご禁制の ワ 系統が得 ら れた こ と は大 き な成果 と さ れ て い る 。 t
j サ ビ苗 を持 ち 帰 り ， 栽培普及 し た の が伊豆地方 に お け ま た ， ワ サ ビの主要病害であ る 墨入病や ウ イ 以 病 1
; る ワ サ ビ栽培の 始 ま り と さ れて い る 。 ; i そ の後， ワ サ ビ栽培 は 県下全域 に 広が り ， 天城湯ケ ・区 目、-�掴.1 t j 島町 中伊豆町な ど 28 市町村で栽培 さ れて お り 平成 田臨調田園. 1 i 
i 5 年の生産規模 は， 栽培面積 156 ha， 生産量 498 t で， '唱圃.圃圃圃圃E聖， ， + 
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; | 伏せ込み2 か 月 間培養 培地上で18・c 増苧培養 (5週間 で2�3倍 !
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温度， 伝染方法を究明し， 有効な防除手段としての 無 する組織培養を利用した方法を開発した。

病
苗確保を指摘するとともに， 実生栽培の確立は大き この培養技術 と養液栽培装置を効率的に利用した ヮ i

i な成果とされている。 サ ビ苗は，生育が 旺盛で，従来の株分け苗に比べ1 3
~ i 

I 1 .6 倍の収量が あり，表皮色，形状が 良 心 商品性も高
f

f 新品種の “ あ ま ぎみ ど り " く， 品質向上が なされた 「ほんもの ワ サ ビjの 生産に
+

+ ワ サ ビの 品種と言われるもの は， それぞれの場所や 寄与するもの と思われる。
+

1 選抜者の名前で呼ばれているのが 多 くし ， 大別すると茎 ; ;r γに
げ

ア

…

ン

川 山…
ト
W 川

シ

げ

…ア

けられる。 静 岡 県 ワ サ ビの 優位性を保つため， 銘柄品種の 維

f 静 岡 県 の 代表的な品種 “真委" は茎が 紫色系であ 持・探索や良質苗の大量確保等の安定的な生産技術 の
+

+ り， 和歌山県日高郡の 旧真妻村から導入された系統で 開発に取り組んでいる。 まず， 品種改良は育成目標で
4

A ある。 ある 「より良 質で調整作
業

等が 省力 でき る多収の 品 ;
; わさび分場は， より商品性の高い品種をめざして 育 種」 を育成するため， 交雑育種により育成選抜を行い ;
; 種に取り組み，平成

3
年 目(1991 )に品種

登
録し世 有望な系統を確保している。

次
に， バイオテクノロ ジ ij ほり出した。 生育鴎でn�*'�が 良く，表皮色の み ーを応用した優良種苗の大量増殖技術 即 スト 化に ;

A
どりに優れ，上質な風味を備 え た この

新
品種は，“あま 課題 は残っているが ， お お む ね確立をみていると恩ゎ 4j ぎみどり" 山けられい後， 地域の 出種と れるo し凡 実生系 ワ サ ビ鑓も捨叩か の で勺

して普及する ことが 期待される。 質な ワ サ ビを生産するための 採種技術 を検討してい
t

f
る

+

f 優良苗確保の組織培餐技術 さらに， 生産条件や作型開発の改善の検討をし， ワ
十

+ ワ サ ビの増殖には株分 け ( 分けつ茎)と種子の二つ サ ビを効率的に生産するための 生産条件や作型改善の
4

4 の 方法が ある 。 現在， 静岡県で使われている苗の
3

分 資料を収集している 。 ; 
: の 2 は後者の方法に よる もの であるが ， この方法では その他， 流通販売の改善検討として， 出荷包装資材 f
1 採種， 育苗， 栽培を繰り返す う ち に品種の特性が 乱れ の 開発や生食用 ワ サ ビの需要動向調査に取り組み， 生 f

i てくる ことが ある。 優れた品種の特牲を維持していく 産方向 への提言 を 行っている。 この よ う な ことによ i
+ ためには， 前者の 方法が 望ましいが ， この 方法には株 り， 静岡 ワ サ ビとして特長ある良品を安定生産するた

4! 分けを何明り返 山 る と山スなどの
病

害に めの技術集積を行つ 向 。 ; i
よって生育が 悪くなる といった問題が ある。 これらの
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